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１． はじめに 

 近年、日本において東海地震、東南海地震、南海地震

等プレート境界型の巨大地震の発生する確率が高まって

います。このような状況において、これら大地震の発生

を予測することが可能であれば、社会的ニーズに対して

大変有意義なことであると思われます。 

本報では、大地震の発生には、その前兆としていくつ

かの中小地震が関係していると仮定し、大地震が発生し

た時から遡ること約２年間に発生した中小地震の震源位

置から大地震の震源位置や発生時期を推定しようとして

います。さらに、その結果から東海地震・東南海地震・

南海地震の発生を予測しようとしています。 

２． 対象とした大地震 

 過去15年間（1993～2007年）に発生したマグニチュ

ード（以下Mと称する）5.5以上の大地震（40例）のう

ち、海溝近くに震源がある2003年 9月に発生した十勝沖

地震（M8.0）と 1994年 12月に起きた三陸はるか沖地震

（M7.5）を対象にしました。 

３． 十勝沖地震 

 2003年9月26日4時50分頃に発生した十勝沖地震は、

東経144°,北緯41°の十勝沖を震源（深さ約27km）と

するM8.0の地震です。太平洋プレートと陸のプレート

（北米プレート）の境界付近で発生したプレート境界型

地震（海溝型地震）であるといわれています。 

十勝沖地震が発生する2003年に北海道と岩手県で震

度1以上を記録した地震（120例）の震央位置は、海溝

にほぼ平行した形を成しています。 

 十勝沖地震の震源域を含む北緯39.5°～43.5°の範囲

で2002年と2003年に観測されたM1.0以上の中小地震の

震源位置を図１に示します。横軸には北緯（°）を、縦

軸には震源の深さ（km）を用いて表しています。 

2002年に比べて、十勝沖地震が発生する2003年には

震源の深さが約33km付近で中小地震が頻繁に発生して

います。また、2002年には十勝沖地震の震源域である東

経144°,北緯41°付近で中小地震が発生していない空

白域が存在しています。 
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十勝沖地震が発生する2003年９月においては、同じよ

うな深さで中小地震の発生が急激に増大しています。中

小地震が多数発生することによりエネルギーが少しずつ

発散されながら、一気に大規模な海溝型地震を引き起こ

したものと思われます。 

これらの結果から、プレート境界型地震が発生する前

には、中小地震がある深さで頻繁に発生し、その深さ近

傍で大地震が発生することが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 十勝沖地震の震源域（黒丸）と中小地震 

（434例）の震源位置 

４． 三陸はるか沖地震 

 1994年 12月 28日 9時 20分頃に発生した三陸はるか

沖地震は、東経143°、北緯40°の三陸はるか沖を震源

（深さ約26km）とするM7.5のプレート境界型地震（海

溝型地震）です。 

 三陸はるか沖地震の震源域を含む北緯36.5°～41.5°

の範囲で1993年と1994年に観測されたM1.0以上の中小

地震の震源位置を図２に示します。 

1993年に比べて、三陸はるか沖地震が発生する1994

年には震源の深さが約35km付近で中小地震の発生頻度

が高まっています。また、1993年には三陸はるか沖地震

の震源域付近で中小地震の発生があまりみられない空白

域が存在しています。 
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三陸はるか沖地震が発生する1994年の４月と10月に

は同じような深さで中小地震が頻発しており、大地震が

発生する前兆の一つであると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 三陸はるか沖地震の震源域（黒丸）と中小 

地震（236例）の震源位置 

５． 東海地震・東南海地震・南海地震 

 十勝沖地震および三陸はるか沖地震と中小地震の関係

から、東海地震・東南海地震・南海地震が発生する可能

性を検証します。過去３年間（2005～2007年）に発生し

たM1.0以上の中小地震の震源位置（北緯を基準）を図３

～５に示します。 

５．１ 東海地震の想定震源域での中小地震 

東海地震の想定震源域での中小地震の発生状況をみる

と、2005年には深さ0～150kmの範囲に分布していたの

が、2006～2007年にかけて震源の深さが比較的浅くなる

傾向を示しています。特に、2007年では深さ10～20km

の範囲で頻繁に発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 東海地震の想定震源域での中小地震（239例）

の震源位置（2005～2007年） 

５．２ 東南海地震の想定震源域での中小地震 

東南海地震の想定震源域での中小地震の発生状況は、

想定震源域での発生が少なく、さらに東海地震に比べて

震源の深さ 0～50km における発生も少なくなっています。

これは、東海地震に比べて東南海地震の発生する確率が

まだ低いことを示していると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 東南海地震の想定震源域での中小地震（211例）

の震源位置（2005～2007年） 

５．３ 南海地震の想定震源域での中小地震 

南海地震の想定震源域での中小地震の発生状況は、震

源の深さ0～50kmに集中しています。東海地震に比べる

と発生は少なくなっていますが、東南海地震と比べると

多く、東南海地震よりは発生確率が高いと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 南海地震の想定震源域での中小地震（288例） 

の震源位置（2005～2007年） 

６． まとめ 

十勝沖地震および三陸はるか沖地震と中小地震の関係、

東海地震・東南海地震・南海地震の想定震源域での発生

状況から以下の知見が得られました。 

１．大地震が発生する前には、中小地震がある震源の深

さ付近で頻繁に発生し、その深さで大地震が発生する

可能性がある。さらに、その大地震の震源付近で中小

地震の発生が見られない空白域が存在する。  

２．中小地震と大地震の関係から、現段階では東海地震・

東南海・南海地震が発生する可能性はあまり高くない

と思われる。特に、東南海地震の発生確率は他の二つ

の地震と比べると低いと考えられる。 

（注）なお、本報で使用したデータはアメリカ地質調査

所地震センターの地震データを参照にしています。 
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